
 

あとがき

 この本は、裁判に踏み切った私たちの運動を報道で知ったあけび書房の久保則之代表が、

２０１８年３⽉13⽇の第１回⼝頭弁論を傍聴されたことから始まりました。いくつもの運動

に関わる本を発⾏してきた久保代表は、この問題を国⺠に広く知らせていくことが重要だ、

と考えられたのです。何とかして問題を知らせたいと考えていた「東京外環道訴訟を⽀える

会」はこの企画を決め、会が編者になって、私が執筆することになりました。

 実は私も、沿線に住み、⾼架の時代の反対運動もわずかに関わっていましたが、⻑い「凍

結」の間に、地域で取り組んでいた⼈々も次々と⻤籍に⼊り、私の周辺での運動は低迷しま

した。私も勤めていた通信社の⼈事異動で地域を離れたりし、運動には疎遠になりました。

 しかし、「地下化」を決めた事業者たちは着々と計画を推進し、気づいてみると、とんで

もない状況に進んでいました。そして、新しい状況に対応する新しい仲間たちが、続々と運

動を担っていました。

「異議申し⽴てをするんだけど、⼝頭意⾒陳述してくれない？」―調布市の都市計画道路の

問題で知り合った籠⾕清さんが、そう誘ってくれたことで、私も再びこの運動に関わるよう

になりました。

 調べてみると、いろいろなことが分かってきました。

「理屈では地球の中⼼まで⾃分の⼟地」という財産権の原則が崩され、何が「公共の福祉」

かを決めるのは、お役所でも建設会社でもなく、私たち国⺠でなければならない、という⺠

主主義の原則も踏みにじられ、何より、住⺠の納得どころか、相談も話し合いもなく⼿続き

が進むという、いまの政治と⾏政のおかしさが、⾄る所で⾒えてきました。

 外環道の問題は、⽶軍基地の存在や、沖縄の負担を無視し⾃然を破壊して進む辺野古基地

建設や、あの⼤事故があっても原発再稼働を進める原発⾏政の姿勢と相通ずるものがありま

す。利権に結びつき、いったん決めたことは、どうあっても突き進む、いまさら⽅向転換す

ることなどできない、という、頑なな「お役⼈体質」から抜け出せない政治と⾏政です。

 外環道訴訟の原告たちは、こうした中で、⽇本国憲法の理念と、さまざまな⺠主的⼿続き

の⽴場から裁判に訴えました。「⾏政処分の無効確認」ですから、この裁判⾃体は「賠償要

求」ではありません。私たちのふるさとを守るために、おかしいことはおかしいと⾔おう、

おかしいことを直す、しなやかな⽇本であってほしい。その思いで、この本はできました。

 執筆、編集の過程では、これも⼊れたい、これは⼊っているか？ このことをもっと強調

しよう、この⾔葉は⽢過ぎる、と実に多くの皆さんの声が寄せられました。皆さんの声は⼩

さなことばひとつにも⼈⽣を背負った⽣活の重みがあり、闘いの歴史があり、無視すること

ができないものです。そうした声をできるだけ吸収し、取り込みたいと作業しました。しか

し、そうした声を⼗分消化しきれなかったのは、私の⼒不⾜としか⾔い様がありません。そ

の過程で、あけび書房の久保代表と組版オペレーターさんには校正の最終段階まで⼤変なご

迷惑をおかけしました。

 この本は、⽀える会の⼤塚康⾼代表、編集委員会に参加してくださった原告の野村⽺⼦さ



ん、岡⽥光⽣さん、取材に応じていただいた古川英夫さんはじめ多くの⽅々の協⼒でできま

した。⽀える会事務局⻑の籠⾕さんには、資料集めから原稿整理、厳しいデスク役まで果た

していただきました。改めて感謝します。

２０１８年10⽉25⽇   丸⼭ 重威


